





















































3 Max von Boehn, Deutsch/and im 1丘］ahrhundert.Die Aufklii叩 ng,Berlin 1922, S.44 
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5 Alexander Gottlieb Baumgarten, Metaphysica, 41757, § 4 
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であるいわゆる Barbara式の推論 10「すべて人聞は死ぬものである さて，














































12 B品atriceLonguenesse, Kant and the Capacity to judge, Princeton University Press 1998, S 
95. 
13 Georg Friedrich Meier, Auszug aus der Vernunβl訪問，21760.
14 G. F. Meier, Vernunβleh何 ，1752,§ 330 
15このあたりの事情は， JohanBlok, The Role of Wolffs Analysis of Judgements in Kant’s 
Inaugural Dissertation, in: Maria van der Schaar (ed.), judgement and the Epistemic 
Foundation of L』1gic,Dordrecht 2013, pp. 69・83，に詳しい















られるのは，その主語の本質構成要素の条件のゆえにである」（a.a. 0., § 
220）.それゆえ，ある主語にその属性が述語づけられるときに，「条件が
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哲学者であるクルージウスの判断論が参考になった Vgl. Christian August Crusius，阿佐























































































































































































































































































































































21 August Stadler, Kanis Teleologie und ih問 erkenntnisstheoretischeBedeutung, Berlin 187 4. 
22 Otfried Hiiffe (Hg.), Immanuel Kant: Kritik der Urteilskraft, Berlin 2008 
23今挙げた解説書のうち，前者は理性の仮説的使用と反省的判断力を同一視し （S.36），後
者では，「理性の仮説使用においては反省的判断力の原理が暗に前提されている」（S.38) 
と述べられている
カントと自然における類種の体系 65 
れている それを可能にするのが「合目的性の原理」であった 反省的判
断力は合目的性を原理として多様を対象としそれを多様の差異を種差と
しての形式（規定）と見て，それに対して質料（その規定によって規定可
能なもの）を見いだすという仕方で，特殊に対して普遍を見いだしていく．
そしてそれが自然認識の体系へと通じるのである
さらに加えると，反省的判断力が，何らかの規定に対する規定可能性を
見いだすことは，理論と実践を包括するような体系，つまり，三批判書に
通底する体系をなすことに通じている． 『判断力批判Jの序論では， 『純粋
理性批判』と『実践理性批判』との橋渡しに関して，判断力がなす役割が
次のように述べられている 「判断力は，自然の可能な特殊法則に従った
自然の判定のための自身のア・プリオリな原理を通じて，自然の超感性的
基体（われわれの内，あるいは外の）に叡智的能力による規定可能性を供
給する」（V196）.この叡智的能力による規定可能性に， 「規定」を与え
る叡知的能力が実践理性である 自然の理論な認識から，実践への移行が
ここに可能となる しかし このことについては稿を改める
